
以
上
、
主
に
昭
和
十
九
・
二
十
年
に
お
け
る
陸
軍
内
地
部
隊
の
一

般
患
者
、
伝
染
病
発
生
の
状
況
お
よ
び
入
院
患
者
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

※
，
（
防
衛
医
科
大
学
校
公
衆
衛
生
学
）

※
刀
（
海
上
自
衛
隊
）

現
代
は
性
解
放
・
自
由
化
の
時
代
と
な
り
、
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題

は
、
医
学
分
野
の
み
な
ら
ず
、
大
き
い
社
会
問
題
に
な
り
つ
ふ
あ

る
。

こ
の
時
期
に
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
り
、
性
医
学

の
パ
イ
オ
ニ
ヤ
と
し
て
活
躍
し
た
永
井
潜
の
業
績
に
ふ
れ
、
あ
わ
せ

て
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

永
井
潜
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
十
一
月
十
四
日
、
竹
原
市

に
出
生
し
、
十
三
名
の
兄
弟
の
次
男
で
あ
る
。
幼
児
よ
り
秀
敏
で
あ

り
、
九
才
に
し
て
漢
学
塾
・
凌
明
館
に
入
り
、
神
童
と
評
せ
ら
れ

た
。
後
に
広
島
県
立
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
転
じ
、
次
い
で
福
山

市
の
尋
常
中
学
誠
之
館
に
進
み
、
そ
の
卒
業
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
の

で
、
一
年
間
ド
イ
ツ
語
を
専
修
し
て
、
一
高
三
部
に
無
試
験
入
学
し

た
。
医
科
大
学
は
当
時
と
し
て
は
東
大
の
み
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三

十
五
年
東
大
医
科
を
卒
業
し
た
。
卒
業
後
、
東
大
生
理
学
教
室
に
入

永
井
潜
と
性
教
育

江

川

義
雄
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局
し
、
大
沢
謙
二
教
授
に
師
事
し
た
。
翌
年
か
ら
三
年
間
留
学
し
、
主

と
し
て
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
生
理
学
者
の
冨
凹
×
く
閏
言
日
冒
教

授
の
指
導
を
う
け
、
ま
た
哲
学
・
思
想
に
大
き
い
影
響
を
う
け
た
。

潜
は
「
医
学
と
哲
学
」
「
生
命
論
」
な
ど
次
々
と
名
著
を
発
刊
す

る
東
西
古
典
哲
学
・
思
想
に
通
じ
た
医
学
研
究
者
で
あ
り
、
そ
の
美

文
と
格
調
の
高
い
講
義
は
東
大
名
物
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

潜
の
尼
大
な
作
品
を
概
観
す
る
と
、
生
命
哲
学
探
求
に
終
始
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
科
学
思
想
や
当
時
日
本
の
置
か
れ
た
歴
史
的
環

境
か
ら
、
潜
に
は
民
族
優
生
へ
の
理
想
が
温
め
ら
れ
、
「
民
族
衛
生
」

の
発
刊
と
な
り
、
日
本
の
人
口
問
題
を
憂
慮
し
、
国
民
優
生
法
を
提

唱
し
、
国
家
至
上
主
義
的
思
想
へ
の
理
論
的
根
拠
を
与
え
た
こ
と
に

な
っ
た
。

戦
後
は
敗
戦
に
よ
る
社
会
の
混
乱
・
性
道
徳
の
頽
廃
を
懐
慨
し

て
、
エ
レ
ン
・
ケ
イ
の
唱
え
る
「
性
は
生
な
り
、
ま
た
聖
な
り
」
の

信
条
に
共
鳴
し
、
性
教
育
に
関
す
る
著
作
を
次
々
と
発
行
す
る
に
至

っ
た
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
結
婚
読
本
・
キ
ン
ゼ
イ
著
「
人
間
の
性

行
動
・
男
性
篇
」
翻
訳
・
性
教
育
講
話
・
性
教
育
・
世
界
性
学
全
集

監
修
な
ど
が
あ
り
、
雑
誌
な
ど
へ
の
寄
稿
を
加
え
れ
ば
、
多
数
に
の

ぽ
る
。
特
に
晩
年
、
死
の
床
に
伏
し
て
ま
で
、
二
時
、
三
時
の
深
更

に
至
る
ま
で
、
性
教
育
の
校
正
を
さ
れ
、
そ
の
発
刊
を
み
る
こ
と
な

く
逝
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
絶
筆
と
も
称
す
華
へ
き
原
稿
は
広
大
医
学
部
医
学
資
料
館
に
保

管
・
展
示
し
て
あ
る
。

潜
が
青
雲
の
志
を
も
っ
て
送
っ
た
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
の
既
住
の
場
所

に
は
一
九
六
三
年
に
記
念
額
ａ
＆
の
己
§
量
）
が
掲
げ
ら
れ
た
。

戦
時
中
、
潜
の
唱
え
た
国
民
優
生
の
理
念
は
、
敗
戦
後
、
歴
史
的

必
然
と
し
て
、
そ
の
理
論
と
制
度
は
全
く
反
対
の
も
の
と
し
て
優
生

保
護
法
の
名
の
下
に
、
昭
和
二
三
年
に
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ

れ
は
民
族
の
優
生
と
母
性
の
保
護
が
そ
の
骨
子
と
な
り
、
今
日
ま
で

及
ん
で
い
る
。
そ
れ
も
本
法
は
毎
年
国
会
で
政
争
の
具
に
供
さ
れ
、

国
民
、
婦
人
不
在
の
ま
上
の
論
争
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
は
全
国
的

に
、
国
会
内
外
で
、
本
法
十
四
条
の
改
廃
を
め
ぐ
り
大
論
争
を
巻
き

お
こ
し
た
が
、
国
民
与
論
の
前
に
、
無
修
正
の
ま
シ
、
従
前
通
り
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
差
別
問
題
が
大
き
い
社

会
的
・
教
育
的
課
題
と
な
り
、
優
生
の
概
念
に
つ
い
て
、
各
方
面
か

ら
、
と
り
上
げ
が
き
び
し
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
と
し
て
の
性
問
題
は
、
昭
和
二
四
年
の
文
部
省
の
純
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潔
教
育
基
本
要
項
の
発
表
以
来
、
目
立
っ
た
進
展
は
み
ら
れ
て
い
な

い
が
、
民
間
団
体
の
活
動
が
活
発
化
し
て
き
た
。

こ
と
に
、
生
殖
医
学
の
目
覚
し
い
進
歩
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る

性
革
命
の
時
代
到
来
と
評
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
婦
人
の
妊
娠
・
疾

患
よ
り
の
解
放
は
、
人
間
の
性
行
動
を
活
発
化
さ
せ
て
き
た
。

総
理
府
調
査
「
青
少
年
の
性
行
動
」
昭
和
四
六
年
度
・
昭
和
五
六

年
に
よ
れ
ば
、
現
代
の
日
本
は
次
第
に
、
欧
米
型
を
指
向
し
つ
鼻
あ

る
・

近
代
の
情
報
化
社
会
の
中
で
、
価
値
観
の
多
様
化
は
旧
い
性
倫
理

観
を
稀
薄
に
さ
せ
、
性
的
秩
序
や
性
規
範
の
わ
く
は
緩
和
化
の
傾
向

に
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
一
部
で
は
、
性
の
自
由
化
進
行
に
抗
し
、
性

哲
学
へ
の
指
向
が
台
頭
さ
れ
つ
坐
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
潜
の
抱
く

性
の
宗
教
的
理
念
に
も
接
近
す
る
一
歩
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
広
島
県
支
部
）

昭
和
五
九
年
七
月
一
四
日
、
福
井
県
芦
原
町
に
魯
迅
の
仙
台
医
学

専
門
学
校
時
代
の
恩
師
藤
野
厳
九
郎
（
以
下
厳
九
郎
）
の
記
念
館
が
開

館
し
た
。
こ
の
記
念
館
に
は
、
文
書
類
を
始
め
と
し
て
貴
重
な
遺
品

が
収
蔵
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

１
記
念
館
開
館
の
経
緯

昭
和
二
○
年
厳
九
郎
の
死
去
後
、
遺
品
は
雄
島
村
（
現
三
国
町
）

宿
（
し
ゆ
く
）
の
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
次
男
龍
弥
氏
が

一
部
を
横
浜
の
自
宅
に
移
し
た
。
昭
和
五
八
年
宿
の
家
は
改
築
さ
れ

る
事
に
な
り
、
建
物
と
遺
品
と
が
、
横
浜
に
保
存
さ
れ
て
い
た
分
を

含
め
て
、
芦
原
町
に
寄
贈
さ
れ
た
。
芦
原
町
は
、
こ
れ
を
基
礎
と
し

て
記
念
館
を
建
設
し
た
。

２
遺
品
の
内
容

宿
お
よ
び
横
浜
の
遺
品
の
大
部
分
が
寄
贈
さ
れ
た
た
め
、
遺
品
の

内
容
は
多
く
、
日
常
生
活
用
品
、
蔵
書
、
文
書
類
な
ど
か
ら
な
る
。

藤
野
厳
九
郎
記
念
館
収
蔵
遺
品
に
つ
い
て

泉
彪
之
助
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